
７月３１日(火)

● 日本・韓国

サイエンス交流会

韓国や長野県などの主催による標記交

流会が、２８日（土）に松本市で行われ、本

校からも５名の生徒が参加しました。

ノーベル賞を受賞された小柴昌俊先生

の記念講演では、ニュートリノの観測につ

いてわかりやすく解説していただきました。

その後の生徒による研究発表会では、

各国から発表がありました。本校からも２

テーマを発表しましたが、互いに意見を出

し合い、よい交流となりました。

イヤホンをつけながらの同時通訳そのも

のが貴重な体験となったようです。

【 学校日誌 中・高共通 】

夏期補習（３０日・月）

夏期補習（３１日・火）

７月２７日(金)

● 大本営地下壕見学

夏休みに入り、各学年ともに夏期の補習

が行われています。

その中で高 1 生は、平和学習のほうも並

行して進めています。午前中は学校で補

習を受け、午後は長野市松代地区へ移動

して「大本営地下壕」の見学を行いました。

地元のこの貴重な歴史遺産を長年調査

している、長野俊英高校の郷土研究班の

皆さんに案内をしていただきました。クラブ

の活動として長年取り組んできている調査

結果を、生徒も真剣に受けとめていまし

た。

【 学校日誌 中・高共通 】

夏期補習（２６日・木）



夏期補習（２７日・金）

７月２５日(水)

● 平和講演会

高 1 生は来年の沖縄修学旅行への事前

学習を兼ねて、総合的な学習の時間を利

用して、平和について学習を進めていま

す。

今日は、長野俊英高校の土屋先生をお

招きして、松代大本営地下壕についてお

話をお聞きしました。土屋先生が顧問を務

める郷土研究班では、松代大本営地下壕

についての研究を３０年近くにわたって続

けていらっしゃいます。長年の研究（聴き

取り調査）からわかったことをお話しいただ

きました。明日以降クラス別に見学へ出か

けますが、それに向けて理解を深めまし

た。

【 学校日誌 ２５日（水） 】

夏期補習（中・高共通）

７月２４日(火)

● 全校集会

明日から夏休み、今日は中高合同の全

校集会でした。（本校は二学期制ですの

で、学期の「終業式」とは呼びません。）

校長先生はバートランド・ラッセルの「幸

福論」を引き合いに、他者の幸せについて

考えることの大切さをお話しくださいまし

た。

また、この夏休みに全国大会へと出場す

るギター・マンドリン班の壮行演奏も行わ

れました。明日からは夏期補習です。

【 学校日誌 ２４日（火） 】

短縮授業・全校集会（中・高共通）



７月２３日(月)

● 体験入学

２１日（土）には、本校（高校）の体験入学

が行われました。中学３年生がおよそ５５０

名、引率の保護者や先生方がおよそ１５０

名、計７００名以上の皆様にご来校いただ

きました。大雨の翌日で交通機関にも影響

がありましたが、ありがとうございました。

始めに全体会で、学校全体の説明をしま

した。写真では、生徒会の役員が学校行

事について説明しています。

このあとは、あらかじめ希望した教科ごと

に別かれての「体験授業」や「保護者教職

員向け説明会」、さらに「理数科説明会」な

どが行われました。

【 学校日誌 ２３日（月） 】

平常授業（中・高共通 ）

７月２０日(金)

● ＳＳＨⅡ

本校理数科には「ＳＳＨ」という学校設定

科目があり、２年理数科では「ＳＳＨ２」とい

う科目を履修しております。先端科学の研

究者をお招きして、１年時よりもより深い内

容を学習しています。

本日は、ＮＴＴ物性科学研究所の向井哲

哉先生をお招きして、量子計算と量子暗号

信号について講義をいただきました。高度

な内容でしたが、興味深くお聞きしました。

また、これに先立って本校中１生を対象

に、「量子」の基礎について講義をしていた

だきました。「光は波か、粒か？」「それを

確かめるにはどう実験すればいいか？」と

いう話から、「量子」について、理論的にわ

かりやすくお話しくださいました。(写真）

【 学校日誌 ２０日（金） 】



平常授業（中・高共通）

７月１９日(木)

● 統計

高 1 生と中 1 生は合同ＬＨＲとして、慶應

義塾大学大学院の渡辺美智子先生をお

迎えし、統計についての講演をお聞きしま

した。

中 1 生も高 1 生もともに新しい教育課程

が始まり、資料の整理と活用について学

習することになりました。

今回は「資料の活用力やデータの分析

力をなぜ今身につけなくてはならないの

か」という視点からお話しいただきました。

「松坂投手とダルビッシュ投手の投球内容

をどう比較するか」といった具体的なお話

もありました。これから学習することがいか

に大切なものなのか、熱意の伝わる講演

でした。

【 学校日誌 １９日（木） 】

平常授業（中・高共通）

７月１７日(火)

● 電光掲示板

週末に、中体連の県大会が行われ、水

泳班が出場しました。中１生の吉越さんが

平泳ぎ２００ｍで決勝進出、８位に入賞しま

した。決勝に進出すると、スタート直前の

選手紹介の際に、ごらんのように電光掲



示板に顔を映し出してくれるのだそうです。

下の写真は結果発表の電光掲示板で

す。こちらにも「屋代高附属」の文字が入

り、開校したばかりの本校の存在を知らし

める大活躍となりました。（他校生のお名

前は、ご本人のご了解が得られておりませ

んので、隠させていただきました。）

本校の名前は難しいです。「附属屋代

中」とは呼びません。中体連には「屋代高

附属」で登録してあります。また、「フゾク」

は「付」ではなく、「附属」と書きますので、

ご注意くださいね。

【 学校日誌 １７日（火） 】

平常授業（中・高共通）

【 学校日誌 １８日（水） 】

平常授業（中・高共通）

７月１４日(土)

● 中学説明会

今日は、千曲市更埴文化会館（あんずホ

ール）で、附属中学校の学校説明会を午

前と午後の２回に分けて開催しました。

６年生や保護者の方を中心に、あわせて

７００名近い方にご来場いただきました。

担当から学校の様子や考え方をご説明

しましたが、ご来場の方からは実に多くの

質問をいただきました。アンケートにも貴

重なご指摘を数多くいただきました。

このような皆様のお声の中にはこちらの

説明不足からくるものもあるかと思います

ので、今後に役立たいと思います。

お忙しい中ご来場いただきました皆様に

心から御礼申し上げます。

【 学校日誌 １４日（土） 】

高校：立志館（模擬試験等）

中学：休み

附属中学校説明会



７月１３日(金)

● ３年理数科ＳＳＥ

本日の３年理数科学校設定科目「ＳＳＥ」

では、６月に続いてピーター・ニネス博士を

お招きしました。

今回は「Food Test」と題して、食品に含

まれる栄養素の分析をしました。各自持ち

寄った食品に薬品を加え、でんぷんや脂

肪分が含まれているかどうかを調べるもの

です。説明はすべて英語で行われ、たとえ

ば「No Eating in the Lab,Please.」という注

意がありました。

自分の弁当を開いておかずを調べる生

徒もいました。意外な食品にも脂肪分が含

まれているとわかってビックリしていまし

た。

【 学校日誌 】

平常日課（中・高共通）

７月１２日(木)

● ３年進路講演会

本日のＬＨＲは、各学年ごとの行事が行

われ、高３生は進路講演会を行いました。

河合塾立川校校舎長、中川一浩先生を

お迎えし、これからの受験に向けた心構え

をお聞きしました。

先生からは「考える勉強」「自らの弱点を

自覚した勉強」の大切さをご教示いただき

ました。

班活を引退したり文化祭が終わったりし

て、いよいよ受験だという生徒も増えまし

た。これから迎える夏の天王山に向けて、

気持ちを引き締めました。

【 学校日誌 】

平常日課（中・高共通）



７月１１日(水)

● 野球班

夏の大会が開幕、本校野球班は二回戦

からの参戦となりました。待ちに待った大

会が本日、県営長野野球場で行われまし

た。

写真１枚目は、試合開始直前の選手の

皆さんです。声を掛け合ったりして集中力

を高めています。

試合は前半にリードし、いい形で試合を

作ることができました。後半に追いつか

れ、延長戦にもつれこむ大接戦。最後は

サヨナラホームランで残念ながら敗戦とな

りました。

応援団と吹奏楽班も会場に駆けつけまし

た。記録的な暑さの中でしたが、精一杯の

応援を送りました。（写真２枚目）

運動班の大会、文化祭、野球と行事が進

み、また一つ、３年生の思いが後輩へと受

け継がれていきます。

【学校日誌 （中・高共通） 】

平常日課（１１日・水）

７月９日(月)

● 留学生送別会

フランスからの交換留学生として昨年８

月末から１年間、本校の授業に参加した

バミシさん。本日をもって学校とお別れ、本

国に帰ることになりました。送別会が開か

れ、応援団からは壮行のエールが送られ



ました。

友達も家族もいない中での生活に、始め

は不安を持っていたようです。しかし、仲間

に恵まれ、日本での長期生活を楽しく過ご

せたと言っていました。高校生活では英語

班や書道班の活動に参加したり、浴衣を

製作したりと、日本の文化にも深く触れる

ことができました。日本での最後の思い出

が、この文化祭となりました。

来たときには日本語もあまり話せない状

態でしたが、生徒との会話もだいぶスムー

ズになりました。語学を専攻しており、将来

は通訳として活躍したいとうい目標がある

そうです。

屋代での生活がよい思い出となることを

願っています。

【学校日誌 （中・高共通） 】

留学生送別会、清掃（９日・月）

振替休日（１０日・火）

７月８日(日) その２

● 後夜祭

公開終了後は掃除・片付けをして、体育

館に移動し、閉祭式が行われました。各企

画の表彰式が行われました。中庭企画で

行われた漫才コンテストの優秀者は全校

の前でライブをして、会場を大いに沸かせ

ました。

最後を飾るのは後夜祭です。校庭でファ

イヤーストームと花火をして、文化祭の余

韻にひたりました。

（写真１枚目）



先生方も最後まで残り、校門や駐車場の

警備をしたり、ファイヤーストームの火の始

末をしたりと、それぞれの部署分担でご指

導をいただきました。先生方の中には、花

火を楽しみにしている方も多いようです。

「ここにいる瞬間が、幸せなんだよな。」

「若い人たちっていうのはいいですよね。」

「いやぁ、青春だぜ。」

・・・なーんて会話をしているのかな？

（写真２枚目）

【学校日誌】 （７月８日日曜日）

休み。希望者校内参観（中学）

文化祭（高校）

７月８日(日) その１

● 鳩祭 一般公開

(公開２日目）

朝から雨模様でしたが、雨がやんでか

らはとても良い天気に恵まれました。

ご来場いただいた人数は、２日間合計

で昨年度よりも５００名ほど増加したそう

です。（受付係の集計による。）

クラス展示の廊下では、順番待ちのみ

なさんが並んでいらっしゃいました。

（写真１枚目）

文化祭限定の企画として、天文ドーム

の公開も行われました。本校のシンボル

マークともなっておりますが、普段はなか

なか入ることができません。

家族連れが見学にきて、天文班の生徒

が丁寧に教えていました。１．５キロ離れ

た森将軍塚古墳が近くに見えたと、子ど

もたちも大喜びです。



（写真２枚目）

喫茶コーナーでは、地元の企業様と提

携して、オリジナルのメニューが提供され

ました。そのままでもおいしい有名なチー

ズケーキにバニラアイスをのせて「ハト」

の顔を模した、その名も「はとぽっぽ」で

す。

天気が良くなるにつれて、売れ行きもま

すます好調でした。

（写真３枚目）



本日限定で、弦楽班がロビーコンサート

を行いました。ちょうど通り道にあたること

もあり、大勢のお客様が足をとめて聞き

入ってくださいました。浴衣に弦楽という

いでたちがとても新鮮でした。

（写真４枚目）

さらにもう一つの目玉企画として、「みん

なのハト会議」が開かれました。長野県農

政部の担当の方に県の農業政策をご紹

介いただきました。

その後は、「醸造所の社長」「地産地消

のシェフ」「パン職人」「有機農業の第一人

者」をお招きして、お一人ずつ自己紹介を

いただいたあと、パネルディスカッション

が行われました。毎日のなにげない生活

を考えさせられるとても硬派な内容でした

が、生徒を含め熱心な皆様にお聞きいた

だきました。

（写真５枚目）

７月７日(土)

● 鳩祭一般公開

(公開１日目）

一般公開が始まりました。

時折雨がパラつくあいにくの空模様でし

たが、午後には晴れ間も見えました。



一般公開１０分前の校門です。すでに

駐車場は満車に近い状態で、大勢のお

客様が開門をお待ちです。

（写真１枚目）



今日の体育館ステージ発表は、附属中

学生の合唱からスタートです。

開門から直接体育館にお越しくださった

方も多く、保護者の皆様を中心にカメラの

放列となりました。

両クラスとも指揮者とピアノ伴奏者を決

め、音楽の授業だけでなく昼休みやＨＲ

の時間も利用して練習してきました。

Ａ組が「空高く」

Ｂ組が「ＣＯＳＭＯＳ」を合唱しました。

これまでの屋代高校文化祭にはなかっ

た新しく豊かな響きが、会場いっぱいに

広がりました。

（写真２枚目：Ａ組）

（写真３枚目：Ｂ組）

このあと、体育館ステージは各クラスに

よる仮装寸劇発表が行われ、午後は学

芸班の各クラブが発表を行いました。

中庭は模擬店です。学校中にひろがる

よい香りにいざなわれて、午前中にはもう

この行列です。このあと雨がパラついてき

ましたが、それでもお客様の波は途切れ

ることはありませんでした。

写真左下では「中庭企画」として、歌うま

コンテストや逆ミス・ミスターコンテストな

どが行われています。それらをご覧頂き

ながら並んでいます。

頭上を飾る装飾は、バドミントン班から

提供してもらった、使い古しのシャトルで

す。「もったいない」精神が生かされてい

ます。

（写真４枚目）



一般公開１日目のもう一つの目玉企画

が、稲荷山養護学校の皆さんによる販売

です。これまでの学習を通じて作り上げた

木工作品やジャムなどを販売してください

ました。

中１生にもお手伝いを呼びかけ、実際

に販売の現場に立つことになりました。ひ

ごろできない体験ができたうえに、養護学

校（高等部）の皆さんとの交流のひととき

ともなりました。

（写真５枚目・・・養護学校の先生方と一

緒に販売に立つ中１生。）

【学校日誌】 （７月７日土曜日）

午前 文化祭発表

午後 放課。希望者校内参観（中学）

文化祭（高校）



７月６日(金)

● 鳩祭(校内祭）

いよいよ鳩祭が始まりました。

午前中は一般公開準備。高校生は各

教室のクラス発表の総仕上げをしまし

た。校門のアーチや装飾も立派に完成

し、お客様をお迎えする準備が整いまし

た。

中１生はクラス展示の準備が終わった

あと、明日からお客様をお迎えする前に

学校周辺の清掃をしました。

（写真１枚目）

午後は、開祭に先立って、全国大会に

出場するハンドボール班と剣道班、そし

て夏の大会が始まる野球班の壮行会が

行われました。

（写真２枚目）

その後、校庭では「ハトワングランプリ」と

称して、クラス対抗の競技会が開かれま

した。中 1 生から高３生までが対等の立

場で戦える種目がいくつも用意されまし

た。中でも「むかで競争」は、クラスの団

結力向上に一役買っています。中１生も

高校生相手に「ガチ」の勝負です。

（写真３枚目）



中学生は以上で放課。

高校生は体育館に会場を移して、開祭

式。実行委員長による開祭宣言が行わ

れました。

ひき続き、前夜祭となりました。前夜祭

は例年、応援団がオープニングを飾りま

す。会場への入場前を撮影しました。

（写真４枚目）

この応援団がいざステージに上がって、

前夜祭の開祭を宣言すると、会場の雰囲

気は一気に盛り上がりました。各クラスが

この日のために準備したダンスや歌を披

露しました。これらは審査員によって審査

され、最終的に表彰されるクラスが決まり

ます。

（写真５枚目）

明日、あさっては一般公開となります。

【学校日誌 （中・高共通） 】

文化祭１日目

７月４日(水)

● たなばたかざり

鳩祭まであと２日です。文化祭用の飾り

つけとして、渡り廊下に笹の葉がお目見え

しました。「世界平和」という硬派なものも

あれば、担任の健康を思って禁煙成功を

願うものまでさまざまです。昼休みにも生

徒が思い思いの願いごとを飾っていまし

た。

すでに飾られてあった中に、「成積ＵＰ」と

いう願いごとを見つけてしまいました。これ

を書いた人は願う前に、漢字練習を始め

たほうがいいぞ（笑）。

【学校日誌 （中・高共通） 】

短縮授業、文化祭準備（３日・火）



短縮授業、文化祭準備（４日・水）

短縮授業、文化祭準備（５日・木）

７月２日(月)

● 仮装商店街

いよいよ文化祭「鳩祭」も直前、生徒たち

の準備も熱が入ってきております。

この週末には、仮装行列で文化祭をＰＲ

しつつ、屋代駅前商店街を盛り上げようと

イベントが行われました。

仮装行列はかつて行われておりましたが

途絶えており、屋代高校前駅が開業して

からは屋代駅前商店街とのつながりも少し

薄れてしまった現状もありました。単なる

仮装行列の復活だけでなく、商店街と触れ

合って地域を盛り上げようとしたところがポ

イントです。文化祭実行委員が地元商店

街と協議を重ね、実現に至りました。

３０日土曜日の午後、クラスごとに分担し

た店舗に仮装した生徒が訪れ、お客様と

接したりお掃除などのお手伝いをしまし

た。その後は文化祭のＰＲをしながら駅前

まで仮装のまま移動し、駅前で記念写真

です。地元のゆるキャラ「ヤシロウ君」も参

加してくれました。

高校生と中学生が一体となって、文化祭

の成功へ向けて取り組んでいます。

【学校日誌 （中・高共通） 】

総合的な学習の時間（３０日・土）

文化祭準備（１日・日）

短縮授業、文化祭準備（２日・月）

「ハトニワ」 ６月分へ

「ハトニワ」 ５月分へ

「ハトニワ」 ４月分へ


